
■資料④ 丸太とその丸太から切り出し可能な正角材での構造強度比較 
 
軸力Ｐ＝軸方向応力度σ×断面積Ａ 
せん断力（平均）Ｑ＝せん断応力度τ×断面積Ａ 
曲げ応力Ｍ＝曲げ応力度σ×断面係数Ｚ 
 
各応力度が同一材で同一の場合、強度は断面積、断面係数に比例 
丸太：         半径Ｒ 断面積Ａ 3.14Ｒ² 断面係数Ｚ（πＤ³/32）0.785Ｒ³ 
切り出し可能な正角材： 1.4Ｒ角 断面積Ａ 1.96Ｒ² 断面係数Ｚ（ＢＨ²/6） 0.457Ｒ³ 
軸力Ｐ：3.14/1.96＝1.6 倍 
せん断力（平均）Ｑ：3.14/1.96＝1.6 倍 
曲げ応力Ｍ：0.785/0.457＝1.72 倍 
（木材の炭素固定量も断面積に比例し 1.6 倍と言える） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


